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論文内容の要旨 

近年、鉗子分娩における骨盤モデルを用いたシミュレーショントレーニングの有用性が報告

されている。当院においても実際の診療での実施以前に鉗子分娩のシミュレーショントレーニ

ングを行っている。鉗子分娩の代表的な母体合併症は重度裂傷(会陰第Ⅲ度、Ⅳ度裂傷)であり、

これを低減させるために今回当院における鉗子分娩による重度裂傷の頻度とそのリスクファ

クターについて解析を行った。2010 年から 2015 年までに当院で鉗子分娩を施行された正期産・

単胎・頭位の 857 例を対象とし、重度裂傷の頻度を調べるとともに、症例を重度裂傷群とコン

トロール群に分け、重度裂傷のリスクファクター(母体因子、胎児因子、実施時所見)を診療録

から抽出し解析した。解析には単変量および多変量解析を用い、95％の信頼区間からＰ値＜

0.05 を有意とした。当院における重度裂傷の頻度は 10.1％であった。重度裂傷群ではコント

ロール群に比べ有意に児の体重が重く、児頭降下度が高く、回旋異常の頻度、牽引回数が多か

った。その一方、重度裂傷群では無痛分娩率は有意に低く、鉗子分娩の適応や術者の産婦人科

専門医資格の有無は重度裂傷の頻度に影響はしなかった。当院の重度裂傷は他文献の報告より

低く、シミュレーショントレーニングが有用であった可能性がある。また重度裂傷群での無痛

分娩率が低かったことから、無痛分娩が裂傷に対し保護的に働いている可能性が示唆された。 

 

 


